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栗
山
消
防
団

栗
山
消
防
団

中
止
の
お
知
ら
せ

中
止
の
お
知
ら
せ

消
防
庁
長
官
表
彰

■
感
謝
状

　

元
栗
山
消
防
団
部
長　

清
水　

嘉
則

北
海
道
知
事
表
彰

■
永
年
勤
労
章
（
勤
続
30
年
）

　

第
２
分
団
班
長　
　
　

古
田　

敏
幸

■
表
彰
状
（
勤
続
20
年
）

　

第
１
分
団
副
分
団
長　

土
井　
　

猛

　

第
２
分
団
班
長　
　
　

水
上　

一
浩

　

第
３
分
団
班
長　
　
　

鎌
田　

直
樹

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

名
内　

稔
弘

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

山
田　

晃
博

■
表
彰
状
（
勤
続
10
年
）

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

石
田　

尚
久

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

■
特
別
功
績
章

　

本
団
団
長　
　
　
　
　

鈴
木　

英
雄

　

本
団
副
団
長　
　
　
　

椛
澤　

正
則

■
功
績
章

　

第
３
分
団
部
長　
　
　

丸
山　
　

勝

■
勤
続
章
（
勤
続
30
年
）

　

第
１
分
団
分
団
長　
　

塩
見　
　

望

　

第
２
分
団
部
長　
　
　

川
畑　

憲
吾

■
勤
続
章
（
勤
続
20
年
）

　

第
２
分
団
班
長　
　
　

水
上　

一
浩

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

名
内　

稔
弘

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

山
田　

晃
博

■
勤
続
章
（
勤
続
10
年
）

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

鈴
木　

孝
史

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

富
樫　

崇
裕

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

西
岡　

政
則

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

髙
野　

勝
則

北
海
道
消
防
協
会

空
知
地
方
支
部
長
表
彰

■
功
績
章

　

第
３
分
団
班
長　
　
　

八
手　

健
治

■
勤
続
章
（
勤
続
25
年
）

　

第
３
分
団
部
長　
　
　

中
島　

昌
一

■
勤
続
章
（
勤
続
15
年
）

　

第
３
分
団
班
長　
　
　

髙
桑　

政
勝

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

不
破　
　

潤

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

清
水　

哲
矢

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

小
川　

貴
臣

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

富
樫　

真
由

■
勤
続
章
（
勤
続
５
年
） 

　

女
性
消
防
部
部
長　
　

長
尾　

恵
美

　

女
性
消
防
部
班
長　
　

小
倉
亜
樹
子

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

田
中　

成
明

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

田
村　
　

大

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

山
下　

正
義

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

岸
田　

慶
志

　

女
性
消
防
部
団
員　
　

後
藤　

美
雪

　

女
性
消
防
部
団
員　
　

樋
口
し
ほ
み

　

女
性
消
防
部
団
員　
　

尾
泉　

美
佳

　

女
性
消
防
部
団
員　
　

加
賀　

真
穂

令
和
３
年
１
月
６
日
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
「
栗
山
消
防
団 

出
初
め
は
し
ご
の
り
・
出
初
め
式
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
な
ど
を
鑑
み
、
中
止
を

決
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

令
和
３
年
に
お
い
て
も
、
消
防

職
員
お
よ
び
消
防
団
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、町
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
出
初
め
式
が
中
止
の
た

め
伝
達
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
下
記

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

出
初
め
式

出
初
め
式

秋
の
叙
勲

（
瑞
宝
小
綬
章
）

　

郵
便
局
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
た
中
井

繁
好
さ
ん
が
、
こ
の
た
び
瑞
宝
小
綬
章

を
受
章
さ
れ
、
12
月
9
日
、
佐
々
木
学

町
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

中
井
さ
ん
は
栗
山
郵
便
局
で
局
員
と

し
て
勤
務
さ
れ
た
ほ
か
、
札
幌
市
の
豊

平
郵
便
局
で
局
長
を
務
め
る
な
ど
、
12

の
市
町
で
郵
政
職
員
と
し
て
勤
務
。
長

年
に
わ
た
り
、
北
海
道
の
郵
政
事
業
に

従
事
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
受
章
と
な
り

ま
し
た
。
中
井
さ
ん
は
「
自
分
が
受
章

で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

驚
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
町
で
勤
務
し
て

き
た
が
、
栗
山
町
が
一
番
暮
ら
し
や

す
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
・
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

令
和
２
年
度
社
会
福
祉
貢
献
者
表
彰

～功績をたたえて～

　

令
和
２
年
度
社
会
福
祉
貢
献
者
表
彰

式
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
・
橘
一

也
会
長
）
が
12
月
14
日
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
11

人
が
表
彰
さ
れ
た
ほ
か
、
同
協
議
会
へ

高
額
寄
付
さ
れ
た
８
人
の
方
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
受
賞
者
・
北
海

道
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
受
賞
者

へ
の
表
彰
伝
達
式
も
併
せ
て
行
わ
れ
、

９
人
の
方
へ
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。
橘
会
長
は
「
受
賞
者
の
皆
さ
ん

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
地
域
福
祉

の
向
上
に
貢
献
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
み
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

橘　
　

一
也
さ
ん

酒
井　

利
彦
さ
ん

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

藤
島　
　

昇
さ
ん

中
村
美
惠
子
さ
ん

北
山
美
智
子
さ
ん

橋
元
久
美
子
さ
ん

田
中　

秀
典
さ
ん

岩
山　

健
太
さ
ん

鶴
巻　

洋
信
さ
ん

社
会
福
祉
功
労
表
彰

佐
野　
　

登
さ
ん

上
田
富
士
子
さ
ん

出
村　

鴻
子
さ
ん

長
澤　

正
子
さ
ん

達　
　

優
子
さ
ん

平
畑　

道
子
さ
ん

優
良
施
設
職
員
表
彰

西
下　

雅
己
さ
ん

【問い合わせ】
 　まちの駅　「栗夢プラザ」
　☎ 73-5515　Fax 73-5535
　開館時間　10：00 ～ 17：00
　休  館  日　毎週水曜日・年末年始

大好評！手打ちそばの日（毎週金曜日開催）
1 月 8 日・15 日・22 日・29 日　11：00 ～
※ 30 食限定でなくなり次第終了となります。

1 月のイベント

栗夢プラザ栗夢プラザ栗夢プラザ栗夢プラザ栗夢プラザ

まちの駅まちの駅 KURIMU PLAZA
不
破　
　

潤
さ
ん

小
川　

貴
臣
さ
ん

今
井　

雅
樹
さ
ん

小
川　

鮎
美
さ
ん

感
謝
状
贈
呈
者

湯
村　

博
徳
さ
ん

北
野　

隆
春
さ
ん

黒
田　

修
一
さ
ん

小
川　
　

隆
さ
ん

吉
田　

輝
雄
さ
ん

吉
田　

礼
子
さ
ん

谷
口　

温
松
さ
ん

大
塚　

清
康
さ
ん


